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日田市における
キュビナの導入背景



日田市の紹介
人口：60597人（令和6年.4月）

児童生徒数：4623人

　（小…2950人　中…1673人）

学校数：30校

　（小…18校　中…12校）

進撃の巨人の作者

　　「諌山創」先生の出身地

時折、気温が全国一位になる



① 子どもたち一人ひとりの反応を踏まえた双方向型一斉授業

② 一人ひとりの教育的ニーズや学習状況に応じた個別学習

③ 全ての子どもが情報の編集を経験しつつ、多様な意見にも

　 即時に触れられる協働学習

Qubena導入の背景

令和３年度ICTを活用した学びの基本方針



● 簡単な操作で、ワークブックを作成すること。

● 5教科の学習に必要な様々な操作に対応

　①実際のノートのように手書きで学習を進めていく。

　②自動の文字認識、正誤判定、計算スペース機能

　③定規・コンパス・分度器を使った作図にも対応

● 一人ひとりの学習のデータから、個人の苦手やつまづきを解消

できるように最適な問題を出題してくれること

Qubena導入の決め手



効果検証結果



慶應義塾大学中室研究室と共同して検証を実施

教育経済学を専門としデジタル庁でデジタルエディケーション統括を務める中室牧子氏が所属
する慶応義塾大学総合政策学部中室研究室との連携により専門性の高い分析を行いました。

【プロフィール】
慶應義塾大学 総合政策学部 教授。デジタル庁デジタルエデュケーション統括、デジタル行財政改革会議委員、規制
改革推進会議委員、産業構造審議会委員、革新的事業活動評価委員会（規制のサンドボックス）委員などを兼任。
【共同研究例】
①埼玉県学力・学習状況調査を用いた調査・研究　
　埼玉県教育委員会の公募研究
②「質の高い保育」が就学後の認知・非認知能力に与える効果
　自治体との共同研究
③プログラミング教育の効果
　株式会社Life is Tech！との共同研究
④カンボジアの公立小学校におけるICTの導入の効果
　株式会社ワンダーラボおよびJICAとの共同研究
⑤行政データを用いた調査・研究
　兵庫県尼崎市「学びと育ち研究所」での共同研究
⑥スポーツは子どもの学力や非認知能力に与える効果
　株式会社東急スポーツオアシスと埼玉県戸田市教育委員会との共同研究

中室牧子氏
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Ⅰ　効果検証の方法
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● キュビナの利用により蓄積された学習ログと
学力の変化・学習に取り組む態度の変化の関係を分析

● 学力を向上させるためにキュビナをどのように活用すればよいか検討

回帰分析により
相関性を検証

  　キュビナの学習ログ

どれくらい
どのように
利用したか

どれくらい
どのように
利用したか

事前テストと
事後テストの比較

B

C

学力の変化
学習に取り組む態度の変化A

検証内容の概要
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A

● キュビナ学習ログとして収集したデータの例は以下の通り

● 本検証では各指標が示す利用状況の差が学力の向上に与える影響を分析

利用頻度 取り組んだ問題量 使用した時間 取り組み方 取り組み結果

① 利用頻度 ② 問題数（合計） ⑪ 問題に
　 取り組んだ時間
  （合計）

⑭ 使用した時間
（100問あたり）

⑱ 正答率

⑲ 習熟度

 【時間帯別】

③ 学校内

④ 朝学習

⑤ 授業中

⑥ 家庭学習

【機能別】

⑦ ワークブック

⑧ 問題一覧

⑨ 5分間復習

⑩ 解き直し回数

⑫ 解答するまでの時間

⑬ 解説を読んでいる時間

⑮ 解答するまでの時間

⑯ 解説を読んでいる時間

⑰ 解き直しをした問題数

※すべて100問あたり

　  収集したキュビナの学習ログ
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キュビナ利用開始
2021/8〜

R4年度 日田市学力調査
2023/1/13

R3年度 日田市学力調査
2022/1/14 学力の変化

364日間のキュビナ学習ログ

校種 R4年度学年 対象人数 事前テスト 事後テスト 科目 学力指標 備考

小学 6年 494名
R3年度

日田市学力調査
R4年度

日田市学力調査

国算
理社 正答率

● 合計
● 知識技能
● 思考判断表現

日田市立
小学校全校

中学 2年 468名 国数
理社英

日田市立
中学校全校

　　事前・事後テストの概要B
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C

● 本検証では回帰分析という統計手法を用いて　　キュビナの利用度合いと
　　学力の変化・学習に取り組む姿勢の変化の関係性を分析　（イメージ：下図）

「取り組み問題数」と正答率の伸びの回帰分析イメージ
y軸

x軸

A
B

A

B

※ダミーデータで作成

● 回帰分析では、キュビナをどのくらい利用
すれば、どの程度テスト得点が向上するの
かの推定値を算出することが可能。

● さらに、推定値が統計的に意味のある値か
どうかを統計的仮説検定により検証した。

　 テストの伸びとキュビナの関係性の分析方法
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Ⅱ-ⅰ　効果検証の結果
キュビナが学力に与える効果
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キュビナを利用した児童生徒に
学力が伸びる傾向

量
的側面

質
的側面

学年・教科 全体の傾向
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量
的側面



教科全体の傾向として
キュビナを利用した生徒に学力が伸びる傾向

取り組み問題数 
週あたり20問増やすと、正答率が

※合計正答率の正答率の伸びを抜粋

算数国語

理科 社会

＋5.2 ＋7.3

＋9.4＋4.2

取り組み節数 
年あたり10節増やすと、正答率が

数学国語

理科 社会

＋2.9 ＋3.5

＋2.6＋3.3

英語

＋1.6

小学校 中学校



● 習熟度がついている節の数のこと

B

単元内のすべての問題を解き
終えていないため、カウント
しない

習熟度A〜Dのいずれかがつい
ている場合にカウントする

キュビナ　単元選択画面

（補足）取り組み節数とは
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取り組み問題数が＋20問/週のときの
各正答率の伸びの推定値

単位：pt　　*：有意な値でないため参考値

▶キュビナで効率的に知識技能を定着できたことで
思考判断表現正答率の向上にもポジティブな影響を与えたのではないか

小学校5年 中学校2年
国語 算数 理科 社会 国語 数学 理科 社会 英語

合計正答率 +5.2 +7.3 +4.2 +9.4 +2.9 +3.5 +3.3 +2.6 +1.6

知識技能正答率 +8.3 +6.2 +8.3 +10.4 +1.9* +4.0 +3.4 +2.5 +1.8

思考判断表現正答率 +7.3 +13.5 +3.1* +10.4 +6.0 +4.7 +5.1 +4.4 +2.9

取り組み節数が+10節/年のときの
正答率の伸びの推定値

取り組み問題量が増えるほど正答率が高くなる傾向 
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質
的側面



教科全体の傾向として
キュビナを利用した生徒に学力が伸びる傾向

習熟度 
スコアが1上がると、正答率が

算数国語

理科 社会

＋11.9 ＋14.1

＋15.1＋9.8

※合計正答率の正答率の伸びを抜粋

算数国語

理科 社会

＋7.6 ＋5.9

＋3.4＋11.8

英語

＋4.4

小学校 中学校
国語 算数 国語 数学

単位：pt
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1 解答の正誤

2 お手つきの有無

3 解答にかかった時間

● より速く、より正確に解答するとAに近づきます。
● 時間がかかってもお手つきなしで正解する方が習熟度は
　高くなります。（わからない場合は説明・ヒントをしっかり
　読むようお声がけください。）
● 間違えた問題を解き直すことで、習熟度は更新されます。

ポイント

※「?」マークが出るとお手つきになります

よく理解できているA

概ね理解できているB

あまり理解できていないC

ほとんど理解できていないD

習熟度とは
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▶習熟度を1スコアでも上げることを目指して
キュビナに取り組むことで学力の向上が期待できる

中学校小学校

小学校5年 中学校2年
国語 算数 理科 社会 国語 数学 理科 社会 英語

合計正答率 +11.9 +14.1 +9.8 +15.1 +7.6 +5.9 +11.8 +3.4 +4.4

知識技能正答率 +17.7 +13.5 +17.1 +15.4 +6.1 +6.9 +14.9 +4.7 +7.1

思考判断表現正答率 +12.0 +25.5 +12.5 +22.9 +10.6 +8.7 +14.5 +6.3 +7.1

キュビナの習熟度平均が1スコア上がったときの各正答率の伸びの推定値

習熟度が高くなるほど、正答率が高くなる傾向 

単位：pt



教科全体の傾向として
キュビナを利用した生徒に学力が伸びる傾向

利用頻度 
週1回利用が増えると、正答率が

※合計正答率の正答率の伸びを抜粋

算数国語

理科 社会

+11.6 +12.5

+13.4+6.1

算数国語

理科 社会

＋13.1

＋24.7＋14.9

小学校 中学校
国語 算数 数学

単位：pt
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国語 算数 理科 社会

+11.6 +12.5 +6.1 +13.4

イメージ：利用頻度の低い生徒と高い生徒の点数の伸びの差
日 月 火 水 木 金 土

✔
日 月 火 水 木 金 土

✔ ✔

合計正答率
＋？pt週1日 利用 週2日 利用

● 例として、週に1回しかキュビナを利用しない生徒と、週に2回キュビナを利用する生徒
の学力の伸びは下表の通り大きな差になると推定される。

利用頻度が高くなるほど正答率が高くなる傾向

単位：pt
※回帰係数を例に試算したモデルケースである。

一度に学習するよりも分割して頻度高く学習することがオススメ
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検証結果まとめ

量的側面からポジティブな傾向がみられた指標
● 小学校：取り組み問題数
● 中学校：取り組み節数

○ キュビナの利用の少ない児童生徒への支援や単元を通したキュビナの利用が大切！

質的側面からポジティブな傾向が見られた指標
● 習熟度

○ 一つの単元をじっくり解きすすめたり、解き直しをすることが効果的！
● 利用頻度

○ 一度にたくさん学習するより、毎日少しずつでもキュビナを利用することが大事！

第三者機関である慶應義塾大学中室研究室との効果検証の結果より
キュビナを利用した児童生徒に学力が伸びる傾向 が確認された　　



トークセッション
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Q.
今回の検証結果を
教育委員会・学校現場として
どのように受け止めていますか？
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Q.
学校現場では
どのようなキュビナの活用が行われていますか？



特性（何ができるのか）を知ろう

活用場面を探ろう

効果的な活用方法を探ろう

令和５年度(１年目)の取組



失敗や課題にぶつかりながらの試行錯誤

活用場面

● ドリルタイム（週１回15分）

● 授業の導入・終末

● 単元末の練習

● 家庭学習

活用方法

● 単元指定(単元すべての問題を解く）

● 時間指定（○分取り組む）

● ワークブックの配信



あくまで「普段使い」「無理のない活用」

各担当者の裁量から全校統一の取り組みへ

活用場面

● 授業：　終末・単元末の練習問題に活用

● 家庭学習：　曜日ごとの取り組み教科を設定

活用方法

● 習熟度、正答率の目標を設定

● 解き直し

● 正答率が低い問題やつまづきのある子への個別指導

R6年度(2年目)の取組



子どもたちの様子

導入初期からスムーズな移行（喜んでとりくむ姿）

　2023年度児童アンケートより

　「Qubenaで学ぶ算数は好き」…肯定的評価７１％

　「Qubenaに一生懸命に取り組めば，算数の力を伸ばせる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…肯定的評価９５％

子どもたちに肯定的に受け入れられている



子どもたちの様子

≪成果と思われる姿≫

　　・すきま時間に「キュビナしてよいですか？」の声

　　・進んで解き直しをする姿

≪課題と思われる姿≫

　　・問題や解説を読まずに解答

　　・とりあえず終わらせればよい

→主体的にとりくむ子どもたちへ
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Q.
学校現場では
どのようなキュビナの活用が行われていますか？



市内中学校での活用



１．５分間Qubena学習

①本時で役立つ既習学習の内容
②前時に学習した内容
③定着ができていない内容

⇒５教科の授業はじめの５分間取り組む
　※以下の①～③に関する内容を出題

・授業がスムーズに展開できる
・正答率の結果から
　⇒学級全体の数値を見せて定着できてい
　　ない内容について意識付けできる
　⇒正答率の低い内容についての解説等を
　　することで定着につながる
・つまずきのある生徒を把握できる

２．Qubenaテスト

⇒５教科から帯時間で週２回の
　１５分間テストを実施

〇事前にテストの日程や範囲を示す
〇テスト結果を評価に入れる
〇以前に配信した内容から出題

・生徒はテストに向けて、自分自身で計画的
　に家庭で以前配信した問題に再度取り組む
　（繰り返し学習）
・教師がテストを作成する必要がない

≪今後の取り組みたいこと≫
・テスト結果を保護者とも共有したい

市内中学校での活用　
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Q.
キュビナを「普段使い」していくためには
どうすればよいのでしょうか？



　ＡＩドリル「Ｑｕｂｅｎａ」の活用推進について

①児童生徒一人当たりの月間平均解答問題数

月間平均
解答数

９月
小学校

１０月
小学校

９月
中学校

１０月
中学校

４００問以上 ０校 ０校 ０校 ２校

３００問以上 １校 ４校 ２校 １校

２００問以上 ５校 ６校 １校 １校

１００問以上 ９校 ６校 ４校 ２校

１００問未満 ３校 ２校 ５校 ６校

平　均 １６４問 １７９問 １６２問 １７７問

１．活用方法（例）

◇授業導入時に前時の振り返りとして活用（５分程度）

◇授業終末時に練習問題として活用（５分程度）

◇帯タイムで活用

◇図工等、作品の制作が早く終わった児童生徒が活用

◇給食の待ち時間に活用　

◇急な自習の時の活用　　　　　　　　　　　

　　児童生徒の【主体的に学習に取り組む態度】【知識・技能】の力の更なる向上に向け、  
　　各学校の実態に応じて積極的な活用をお願いいたします。

２．教員の声

◎プリントでは飽きやすい児童生徒が集中して取り組む

◎教室に採点のための列ができないため、一人ひとりがより多くの問題に

　取り組むことができる

◎問題作成や印刷等の事前準備がいらず、時間を有効に使える

◎単元テストにおいて「知識・技能」に明らかな向上が認められた

◎Ｃ層や支援を要する児童生徒への個別対応がしやすい

◎小学１，２年生、中学３年生でも取り入れたい　　等

※【主体的に学習に取り組む態度】や【知識・技能】の向上につながっている。

第７回校長・所長会
　　　　学校教育課

②児童生徒一人当たりの教科別月間平均解答問題
数

教　科
９月

小学校
１０月

小学校
９月

中学校
１０月

中学校

国　語 ７３問 ８７問 ７３問 ７６問

社　会 ４３問 ５７問 ２９問 ５８問

算数・数学 ５８問 ６７問 ７３問 ６３問

理　科 ６０問 ６０問 ５２問 ７９問

英　語 ７０問 ４１問 ３９問 ６５問

３．活用状況

2021年11月校長会
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Q.
キュビナを「普段使い」していくためには
どうすればよいのでしょうか？





Q.
検証結果を
どのように今後のQubena活用、
また教育施策に活かしていこうと考えていますか？



今後の展望・課題

　2023年度児童アンケートより

　「Qubenaで分からない人がいれば、解き方を教えている」

肯定的評価　９月　５３％　→　２月　７８％

　　

キュビナで友だちとの関わりがつくれる



今後の展望・課題

○より積極的な活用

● 子どもたちの自主的なとりくみ

● 教科書に準拠した問題の活用

● 子どもたちの関わり合い、教え合い

● ５分間復習

○紙ドリルとの併用

● どちらの強みも活かすハイブリッドな活用方法の模索

○学習履歴・データの活用

● 　データの見とり方

子どもたちの「わかった」「できた」を大切に



「5分間復習」の活用増加による

「一人ひとりの教育的ニーズや学習状況に応じた

個別学習」のさらなる推進

日田市としての今後の展望

　　個人（先生）　→　組織（学校）

　　使ってください　→　どのように使うか　




